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12月市議会
定例会号

T O Y O T A  C I T Y  C O U N C I L

“ギカイをもっと近くに。”
T O P I C S

豊田市議会は、古紙配合率
70％の再生紙と植物油イン
キを採用しています。

古紙パルプ配合率7０％再生紙を使用

F M ラジ オで

ケーブルテレビで豊田市議会
ホームページで

『市議会だより』のバックナンバー
や会議録もご覧いただけます。

★代表・一般質問の様子を視聴できます★

インターネット放送 https://toyota-shigikai.jp/
「動画で見る！代表・一般質問」をクリック！

ひまわりネットワーク 生中継＆録画放送
チャンネル／1２2ch(ひまわりチャンネル)

FMとよた(ラジオ・ラブィート)生中継
チャンネル／78.6MHz

豊田市議会

https://toyota-shigikai.jp/movie.html

※パケット通信が必要になりますので、携帯端末等
　でのご視聴はWi-Fi環境をおすすめいたします。

一般質問の様子はスマートフォン等から
も閲覧いただけます。

●編　集：議会だより編集委員会　
●発　行：豊田市議会 この冊子は、折込み

「12月市議会定例会号」です。豊田市西町3-60  TEL.0565-34-6665

令和8年3月豊田市議会定例会 会期日程（予定）
ご意見・ご感想

「市議会だより」についてのご意見・ご感想、
また、市議会へのご意見・ご要望もお受けし
ていますので、下記までお寄せください。

宛先・お問い合わせ

豊田市議会局
〒471-8501

豊田市西町３丁目６０番地
TEL.0565-34-6665
FAX.0565-34-6566
E-mail gikai@city.toyota.aichi.jp
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※諸般の都合により会期日程は変更される場合もございます。予めご了承願います。

令和 7年　とよた市議会だより　12月市議会 定例会号

トップインフォメーション
常任委員会について

議案審議
いじめの防止等に関する条例など

一般質問
市政を問う！ 20人の議員が質問

02 04
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トピックス
10月市議会臨時会
について

12

請願・陳情の提出期限 3月定例会で審査を希望される場合は、2月10日（火）午後５時までにご提出ください。

10月市議会臨時会について10月市議会臨時会について

本会議
（開会、議案上程、

説明）

本会議
（議案質疑、付託）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（代表質問）

本会議
（一般質問）

予算決算
委員会

予算決算
委員会

予算決算
委員会

教育社会委員会・
予算決算

委員会分科会

地域生活委員会・
予算決算

委員会分科会

企画総務委員会・
予算決算

委員会分科会

産業建設委員会・
予算決算

委員会分科会

環境福祉委員会・
予算決算

委員会分科会

休会

73/1 2 3 4 5 6

148 9 10 11 12 13

2115 16 17 18 19 20

212/15 16 17 18 19 20
日 月 火 水 木 金 土

2822 23 24 25 26 27
休会 休会 休会

休会 休会休会 休会

休会 休会

休会 休会

2/20 3/18～金 水

本会議
（委員長報告、
討論、採決、閉会）

　令和７年９月５日の大雨（台風15号）により長田川で水位が上昇した。その影響により、土砂の流出、仮設水
路のボックスの崩落など被害を受けたため、被災した箇所の本復旧作業を行う。

令和７年度 一般会計補正予算

早期復旧に向けて災害復旧事業費の予算を補正する
議案第118号Pick Up

１０月１７日（金）に10月市議会臨時会を開催し、以下の議案が可決されました。

令和７年９月５日（被災時）令和７年９月５日（被災時） 令和７年１２月１２日（復旧後）令和７年１２月１２日（復旧後）

F O C U S  P O I N T

議案第178号

豊田市環境基本計画の策定について
　2025年度で現行計画の期間が終了する

ため、社会環境変化等を踏まえ、10年間の

計画として改定予定。本市では環境基本

計画に基づき、持続可能なまちづくりに向

けた様々な取組を進めている。各写真は、

その一環として行われている活動の様子。

表紙を彩る一枚

子どもおもしろナビゲーターでの活動風景子どもおもしろナビゲーターでの活動風景 豊田市環境学習施設eco-Tでの学習風景豊田市環境学習施設eco-Tでの学習風景

e-Paletteと博物館e-Paletteと博物館
トヨタ自動車㈱製の次世代モビリ
ティ「e-Palette」は、バッテリーEV
で、全国の自治体に先駆けて公用
車として導入しました。豊田市駅～
博物館間のシャトルバス運行をは
じめ、物販や車内展示等の新たな
サービスに活用するほか、多くの人
が集まるイベント等で展示し、災害
時の利用も含めたEVの活用方法
をアピールすることで、電気自動車
の普及促進につなげていきます。
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トップインフォメーション TOP INFORMATION

市議会報告会兼意見交換会

企画総務
委員会

●開催日：12月8日
●意見交換団体：豊田商工会議所

テーマ
豊田市の未来に向けた
まちづくりのために

産業建設
委員会

●開催日：10月31日
●意見交換団体：名鉄バス株式会社／豊栄交通株式会社／株式会社オーワ

テーマ
持続的な公共交通の
在り方について

　市政は範囲が広く内容も複雑なため、市議会では予算決算委員会のほか、５分野（企画総務、地
域生活、教育社会、環境福祉、産業建設）の常任委員会を設け、議案を付託※して分野別に詳しく審
査しています。委員会で審査された結果は、本会議において委員長から報告され、議案の賛否を採
決しています。 

本会議
（議案上程）

本会議
（採決）

常任委員会（分野別に審査）

予算決算委員会（予算・決算について審査）

産業建設
委員会

環境福祉
委員会

教育社会
委員会

地域生活
委員会

企画総務
委員会

付託

　常任委員会は、議案の審査だけではなく、各分野に関係する重要な事柄について、調査
を行っています。豊田市議会では、常任委員会ごとに毎年テーマを決め、関係団体との市
議会報告会兼意見交換会などを行っています。
　各団体の思いや意見を確認させていただき、今後の議会活動や豊田市のまちづくりに
生かしていきます。について

常任委員会

小学校で出前講座を実施
　１１月５日（水）、童子山小学校で６年生を対象に「豊田市議会を学ぼう！」をテーマとし
て出前講座を実施しました。
　この講座は、議会活性化推進の一環とし
て、若者が議会へ参画する機会を創出する
ための意見交換会を実施するにあたり、教
育社会委員会の杉浦健史委員長と議会局
職員が行いました。
　児童のみなさんから積極的に発言する様
子が見られ、市議会に興味・関心をもってい
ただいたことが伝わりました。

※付託：詳しい話し合いの場に委ねること。
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議案審議 C ouncil  in  Se ssion

審議結果の一覧は
コチラから

Check!
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報告
議案

1件
62件

請願
同意

1件
1件

議員提出議案
陳情

1件
5件

12月市議会定例会に提出された案件

（１）制定の背景
　　いじめの防止が、本市においては重要な課題。
（２）制定の理由
　　子どもの活動が市全体に広がり、学校、保護者、地
域住民、事業者等、市全体でいじめの防止等の基本理
念を共有し、いじめの防止等に取り組む必要がある。

（３）条文案の骨子

　【第１～３条】目的、定義、基本理念　【第４～９条】責務
規定、役割規定　【第１０～１２条】いじめの防止等の取
組の推進　【第１３～１５条】いじめの防止等の会議体
【第１６～１７条】個人情報の保護、委任　附則
（４）条例案の特徴
　・事業者の役割を条文で規定する。
　・読んでわかりやすい易しい言葉で条文を表現。

いじめの防止等に関する条例

いじめの未然防止の取組を市民全体に広げる
議案第 119 号

Pick Up

審議結果

原案可決
27名 9名 3名 1名自民クラブ

27 0
市民フォーラム 新しい風 諸　派

賛
成

反
対 9 0賛

成
反
対 3 0賛

成
反
対 3 0賛

成
反
対 1 0賛

成
反
対

　令和7年度の一般会計補正予算の中で、２つのプレミアム商品券に着目して、関連する審議内容を取り上げる。
・事業概要
　（１）プレミアム商品券発行事業負担金
　　とよた元気プロジェクト実行委員会が実施するデジタル商品券発行事業を支援
　（２）商店街等プレミアム商品券発行事業補助金
　　商業団体が実施するプレミアム付き商品券発行事業に対し補助金を交付
　　山村部の関係人口増加を目的に、新たに関係交流促進事業を補助

令和７年度 一般会計補正予算

令和７年度の物価高騰及び地域経済活性化への対策
議案第 139 号

Pick Up

審議結果

原案可決
27名 9名 3名 1名自民クラブ

27 0
市民フォーラム 新しい風 諸　派

賛
成

反
対 9 0賛

成
反
対 3 0賛

成
反
対 3 0賛

成
反
対 0 1賛

成
反
対

主な質問・回答

質問
?

回答

　条例の運用を市全体で確実に進めるため
に、市長部局と教育委員会の連携はどのよう
か問う。

　条例は所管となる教育委員会が運用する
が、いじめの防止等の取組は、市全体で理念を
共有して実行することが大切と考える。条例の
対象として挙げた地域住民や事業者が実施す
るいじめの防止等の取組については、市の関
係部局と連携を図り、市全体で進めていくもの
と考えている。市や学校、保護者、地域住民、
事業者、関係機関等の関係者の連携を図り、す
べての子どもが安心して学び育つ社会の実現
を目指していく。

質問
?

回答

　いじめの防止等の取組に従事する人材を確
保するとのことだが、どのように進められるの
か問う。

質問
?

回答

　本条例で事業者の役割が加えられている
が、その理由について問う。

　事業者の役割を加えた理由は、塾やスポー
ツクラブ、放課後児童クラブ等、児童等の活動
が学校以外にも広がっているため、事業者に
もいじめの防止等に向けた役割を担っていた
だく必要があると考えたためである。

質問
?

回答

　新たに設置される「豊田市いじめ問題対策 
連絡協議会」の具体的な取組内容について問
う。

　「豊田市いじめ問題対策連絡協議会」の事務
は、これまで子どもにやさしいまちづくり推進
会議で行っていたが、本条例の制定により、新
たに独立して実施する。委員構成は、子どもの
権利、福祉、教育等に関して知識及び経験のあ
る方等を予定している。各団体が行っているい
じめの防止等の取組や豊田市のいじめの現状
について情報交換等を行い、いじめの防止等
に関係する機関及び団体の連携を図っていく。

主な質問・回答

質問
?

回答

　デジタル商品券の購入対象者を１２歳以上と
した理由について問う。

　購入対象者の年齢制限については、他市の
実施事例や既存のコード決済事業者の規定
を参考に、意思決定能力を踏まえ、１２歳以上
とした。

質問
?

回答

　補助対象事業として、新たに関係交流促進
事業が追加されたが、その理由について問う。

　関係交流促進事業を追加した理由は、山村
地区の各地域で開催される夏祭りなどのイベ
ントにおいて、地区内外からたくさんの人が集
まっている現状を踏まえ、これらの地域に訪れ
る人たちに対し、商品券の発行を機会に地域
の魅力を発信し、関係人口構築の促進につな
げることが必要と考えたからである。

質問
?

回答

　今回追加される関係交流促進事業につい
て、想定している事業および検討の進捗状況
について問う。

　現在、各商工会において様々な来訪者を想
定しながら、検討を進めていると伺っている。
具体的には、川遊び等の体験型イベントや、地
区内の店舗を巡るスタンプラリー、マルシェや
まつりでの商品購入、スポーツ合宿される方へ
の宿泊料割引など、各地域で工夫を凝らした
取組の検討を進めている。

質問
?

回答

　プレミアム商品券発行事業負担金をデジタ
ル商品券とした理由について問う。

　主には２点ある。１点目は、発行までの期間
が短いことである。過去の例では、この規模で
行う紙の商品券は利用までに早くても４か月程
度かかるが、デジタル商品券の場合、１か月以
上短縮できる。２点目は、事
務経費が紙の商品券よりも
２割以上安くなる。プレミア
ム分に、より予算を割り当
てることができ、多くの市
民に利用していただける。

4名（欠席1名）公明党

て専門家への相談体制について検討してい
る。

　豊田市立学校においては、スクールカウンセ
ラーの全校配置の継続や学校規模や相談件数
に応じた適正配置、スクールソーシャルワー
カーの拠点校配置の継続等を図り、いじめの
対応等の相談・支援体制を整備していく。教職
員や事業者の従業員等については、いじめの
防止等の対応力を高めるための研修を行うこ
とで対応していく。また、いじめの対応に関し

4名（欠席1名）公明党
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　（１）プレミアム商品券発行事業負担金
　　とよた元気プロジェクト実行委員会が実施するデジタル商品券発行事業を支援
　（２）商店街等プレミアム商品券発行事業補助金
　　商業団体が実施するプレミアム付き商品券発行事業に対し補助金を交付
　　山村部の関係人口増加を目的に、新たに関係交流促進事業を補助

令和７年度 一般会計補正予算

令和７年度の物価高騰及び地域経済活性化への対策
議案第 139 号

Pick Up

審議結果

原案可決
27名 9名 3名 1名自民クラブ

27 0
市民フォーラム 新しい風 諸　派

賛
成

反
対 9 0賛

成
反
対 3 0賛

成
反
対 3 0賛

成
反
対 0 1賛

成
反
対

主な質問・回答

質問
?

回答

　条例の運用を市全体で確実に進めるため
に、市長部局と教育委員会の連携はどのよう
か問う。

　条例は所管となる教育委員会が運用する
が、いじめの防止等の取組は、市全体で理念を
共有して実行することが大切と考える。条例の
対象として挙げた地域住民や事業者が実施す
るいじめの防止等の取組については、市の関
係部局と連携を図り、市全体で進めていくもの
と考えている。市や学校、保護者、地域住民、
事業者、関係機関等の関係者の連携を図り、す
べての子どもが安心して学び育つ社会の実現
を目指していく。

質問
?

回答

　いじめの防止等の取組に従事する人材を確
保するとのことだが、どのように進められるの
か問う。

質問
?

回答

　本条例で事業者の役割が加えられている
が、その理由について問う。

　事業者の役割を加えた理由は、塾やスポー
ツクラブ、放課後児童クラブ等、児童等の活動
が学校以外にも広がっているため、事業者に
もいじめの防止等に向けた役割を担っていた
だく必要があると考えたためである。

質問
?

回答

　新たに設置される「豊田市いじめ問題対策 
連絡協議会」の具体的な取組内容について問
う。

　「豊田市いじめ問題対策連絡協議会」の事務
は、これまで子どもにやさしいまちづくり推進
会議で行っていたが、本条例の制定により、新
たに独立して実施する。委員構成は、子どもの
権利、福祉、教育等に関して知識及び経験のあ
る方等を予定している。各団体が行っているい
じめの防止等の取組や豊田市のいじめの現状
について情報交換等を行い、いじめの防止等
に関係する機関及び団体の連携を図っていく。

主な質問・回答

質問
?

回答

　デジタル商品券の購入対象者を１２歳以上と
した理由について問う。

　購入対象者の年齢制限については、他市の
実施事例や既存のコード決済事業者の規定
を参考に、意思決定能力を踏まえ、１２歳以上
とした。

質問
?

回答

　補助対象事業として、新たに関係交流促進
事業が追加されたが、その理由について問う。

　関係交流促進事業を追加した理由は、山村
地区の各地域で開催される夏祭りなどのイベ
ントにおいて、地区内外からたくさんの人が集
まっている現状を踏まえ、これらの地域に訪れ
る人たちに対し、商品券の発行を機会に地域
の魅力を発信し、関係人口構築の促進につな
げることが必要と考えたからである。

質問
?

回答

　今回追加される関係交流促進事業につい
て、想定している事業および検討の進捗状況
について問う。

　現在、各商工会において様々な来訪者を想
定しながら、検討を進めていると伺っている。
具体的には、川遊び等の体験型イベントや、地
区内の店舗を巡るスタンプラリー、マルシェや
まつりでの商品購入、スポーツ合宿される方へ
の宿泊料割引など、各地域で工夫を凝らした
取組の検討を進めている。

質問
?

回答

　プレミアム商品券発行事業負担金をデジタ
ル商品券とした理由について問う。

　主には２点ある。１点目は、発行までの期間
が短いことである。過去の例では、この規模で
行う紙の商品券は利用までに早くても４か月程
度かかるが、デジタル商品券の場合、１か月以
上短縮できる。２点目は、事
務経費が紙の商品券よりも
２割以上安くなる。プレミア
ム分に、より予算を割り当
てることができ、多くの市
民に利用していただける。

4名（欠席1名）公明党

て専門家への相談体制について検討してい
る。

　豊田市立学校においては、スクールカウンセ
ラーの全校配置の継続や学校規模や相談件数
に応じた適正配置、スクールソーシャルワー
カーの拠点校配置の継続等を図り、いじめの
対応等の相談・支援体制を整備していく。教職
員や事業者の従業員等については、いじめの
防止等の対応力を高めるための研修を行うこ
とで対応していく。また、いじめの対応に関し

4名（欠席1名）公明党



C ouncil  in  Se ssion
議案審議

G e ne r a l  Inte r pe l l atio n

　12月1日から3日にかけて、20人の議員が市政の方
針や考え方などについて問う「一般質問」を行いました。
その質問と答弁の一部を要約して掲載します。一般質問

06

・2025年度で現行計画の期間が終了するため、社会環境変
化等を踏まえ、10年間の計画として改定予定。
・ミライ実現戦略2030で注力する、脱炭素社会の実現、激甚
化する災害への対応、産業構造変化への適応の推進に向け、
環境分野の取組を強化し、ミライにつながるまちの基盤をつ
くる必要がある。

環境基本計画の策定について

「豊かな心を育む、人と自然にやさしいまち」
を目指して本計画を策定する

議案第 178 号
Pick Up

審議結果

原案可決
27名 9名 3名 1名自民クラブ

27 0
市民フォーラム 新しい風 諸　派

賛
成

反
対 9 0賛

成
反
対 3 0賛

成
反
対 3 0賛

成
反
対 1 0賛

成
反
対

審議結果の一覧は
コチラから

Check!

自民クラブ
寺田康生

動画で
チェック！

　水素社会実現を目指す本市とし
て、水素燃料電池のごみ収集車両の

導入を優先して進めたいと考える。導入に向け
た主な課題は、車両購入価格が高額なことと、必
要とする走行距離とごみ積載量を十分に兼ね備え
ているかという点である。この条件を満たす車両の
導入に向け、メーカーと協議を進めており今後も情
報収集に努める。

環境部

答弁

市民フォーラム
武田一夫

動画で
チェック！

　愛知県や周辺自治体と連携し水
素の活用が見込める工場地帯や水

素製造が可能な土地利用の検討を進め、湾岸
部から豊田市への効率的な水素輸送ルートの確
立に向けて水素トレーラーやパイプラインなどの
輸送手段や広域的な水素供給インフラを共同で
整備し利用する方法の検討を公民連携で取り組ん
でいく。

企画政策部

答弁

自民クラブ
奥村峰生

動画で
チェック！

　自助の取組については、出前講座
に加え、新たにとよた防災啓発推進

協議会と中心市街地内の事業者との連携によ
り、子育て世帯を対象とした体験型の啓発講座を
令和７年度中に開催する。共助の取組について
は、自主防災会の活動支援に加え、自主防災会と
消防団による水害時の連携方法の意見交換などを
令和８年度に開催する。

地域活躍部

答弁

自民クラブ
福岡靖純

動画で
チェック！

　令和6年3月に策定した感染症予
防計画及び健康危機対処計画を基

に、全庁体制の整備、人材育成、IHEAT要員や
民間事業者との協定による外部人材の確保等の
準備に取り組む。感染症危機発生時には、速やか
に健康危機管理対策本部を設置し、関係機関との
連携や外部資源の活用も進め、総合的な対策を推
進できるよう備える。

保健部

答弁

　水素燃料電池車の普及推進をし
ていることもあり、ごみ収集車とし
ての導入検討にあたり、課題を問
う。

ごみ収集車の
水素燃料電池車
導入への課題

循環型社会の実現に向けて
　廃棄物分野での脱炭素化の推進

質問

　安定的に水素を供給する取組と
して、大型貯蔵施設や調達手段が
重要。拠点整備の方向性と考えを
問う。

内陸部型水素拠点
整備の考え

水素社会実現に向けて
　豊田市の水素戦略の位置づけ

質問

　適切な避難行動や避難所運営を
行うため、中心市街地での自助・共
助のさらなる推進について見解を
問う。

自助・共助の
さらなる推進

中心市街地の水害対策
　中心市街地における避難

質問

　今後新たな脅威となることが予
想される感染症へ、過去の経験を
踏まえた備えについて問う。

新型コロナ感染症の
経験も踏まえて、
次の感染症への備え

感染症対策
　新たな感染症への備え

質問

※質問順に掲載しています。  07

主な質問・回答

質問
?

回答

　豊田市環境基本計画に紐づく、次期、地球
温暖化防止行動計画において、公共の２０３０
年度のＣＯ２削減目標を５０パーセントから５５
パーセントに上方修正した理由はどのようか
問う。

　現在推進している公共施設の省エネ化、太
陽光発電導入の加速化や、次世代型太陽電池
などの新技術をいち早く導入することなどに
より、公共が高い目標を掲げて、民間を先導し
ていきたいと考えたからである。

質問
?

回答

　自然共生分野の守り・育み・活用する取り組
みの内容はどのようか問う。

　ラムサール条約登録湿地をはじめとする本
市の豊かな自然を守り、その担い手を育み、私
たちの暮らしにとって有益となるような活用を
図っていきたいと考えている。具体的には、自
然資源の保全・再生活動に取り組む地域住民、
団体、企業などの連携を強化することで保全
活動を活発化するとともに、地域の子どもたち
を中心に、環境学習や交流事業の充実等を推
進していきたいと考えている。

質問
?

回答

　環境汚染等のリスクとは具体的にはどのよ
うなことを想定しているか問う。

　大気汚染や水質汚濁、騒音・振動・悪臭、有
害化学物質などを想定している。

質問
?

回答

　計画の推進から担い手である市民・事業者
に対し、学識経験者や関連団体の意見を参考
にするための仕組みの考えはどのようか問う。

　学識経験者や活動団体、市民などで構成す
る豊田市環境審議会の全体会や専門部会での
議論のほか、各分野においても活動団体など
との連携を深め、積極的な意見交換の場を創
出していく。

4名（欠席1名）公明党

※併せて、豊田市地球温暖化防止行動計画（豊田市地域気候変動
　適応計画含む）、豊田市一般廃棄物処理基本計画も改定。豊田
　市生物多様性地域戦略は環境基本計画に含まれる。

【計画体系】
環境分野のマスタープラン

環境分野の個別計画（法定計画） 包含

豊田市環境基本計画

（豊田市生物多様性地域戦略）

豊田市地球温暖化防止行動計画
（豊田市地域気候変動適応計画）

豊田市一般廃棄物処理基本計画

豊田市自然観察の森



C o un cil  in  Se ssion
議案審議

General  Interpell ation

　12月1日から3日にかけて、20人の議員が市政の方
針や考え方などについて問う「一般質問」を行いました。
その質問と答弁の一部を要約して掲載します。一般質問

06

・2025年度で現行計画の期間が終了するため、社会環境変
化等を踏まえ、10年間の計画として改定予定。
・ミライ実現戦略2030で注力する、脱炭素社会の実現、激甚
化する災害への対応、産業構造変化への適応の推進に向け、
環境分野の取組を強化し、ミライにつながるまちの基盤をつ
くる必要がある。

環境基本計画の策定について

「豊かな心を育む、人と自然にやさしいまち」
を目指して本計画を策定する

議案第 178 号
Pick Up

審議結果

原案可決
27名 9名 3名 1名自民クラブ

27 0
市民フォーラム 新しい風 諸　派

賛
成

反
対 9 0賛

成
反
対 3 0賛

成
反
対 3 0賛

成
反
対 1 0賛

成
反
対

審議結果の一覧は
コチラから

Check!

自民クラブ
寺田康生

動画で
チェック！

　水素社会実現を目指す本市とし
て、水素燃料電池のごみ収集車両の

導入を優先して進めたいと考える。導入に向け
た主な課題は、車両購入価格が高額なことと、必
要とする走行距離とごみ積載量を十分に兼ね備え
ているかという点である。この条件を満たす車両の
導入に向け、メーカーと協議を進めており今後も情
報収集に努める。

環境部

答弁

市民フォーラム
武田一夫

動画で
チェック！

　愛知県や周辺自治体と連携し水
素の活用が見込める工場地帯や水

素製造が可能な土地利用の検討を進め、湾岸
部から豊田市への効率的な水素輸送ルートの確
立に向けて水素トレーラーやパイプラインなどの
輸送手段や広域的な水素供給インフラを共同で
整備し利用する方法の検討を公民連携で取り組ん
でいく。

企画政策部

答弁

自民クラブ
奥村峰生

動画で
チェック！

　自助の取組については、出前講座
に加え、新たにとよた防災啓発推進

協議会と中心市街地内の事業者との連携によ
り、子育て世帯を対象とした体験型の啓発講座を
令和７年度中に開催する。共助の取組について
は、自主防災会の活動支援に加え、自主防災会と
消防団による水害時の連携方法の意見交換などを
令和８年度に開催する。

地域活躍部

答弁

自民クラブ
福岡靖純

動画で
チェック！

　令和6年3月に策定した感染症予
防計画及び健康危機対処計画を基

に、全庁体制の整備、人材育成、IHEAT要員や
民間事業者との協定による外部人材の確保等の
準備に取り組む。感染症危機発生時には、速やか
に健康危機管理対策本部を設置し、関係機関との
連携や外部資源の活用も進め、総合的な対策を推
進できるよう備える。

保健部

答弁

　水素燃料電池車の普及推進をし
ていることもあり、ごみ収集車とし
ての導入検討にあたり、課題を問
う。

ごみ収集車の
水素燃料電池車
導入への課題

循環型社会の実現に向けて
　廃棄物分野での脱炭素化の推進

質問

　安定的に水素を供給する取組と
して、大型貯蔵施設や調達手段が
重要。拠点整備の方向性と考えを
問う。

内陸部型水素拠点
整備の考え

水素社会実現に向けて
　豊田市の水素戦略の位置づけ

質問

　適切な避難行動や避難所運営を
行うため、中心市街地での自助・共
助のさらなる推進について見解を
問う。

自助・共助の
さらなる推進

中心市街地の水害対策
　中心市街地における避難

質問

　今後新たな脅威となることが予
想される感染症へ、過去の経験を
踏まえた備えについて問う。

新型コロナ感染症の
経験も踏まえて、
次の感染症への備え

感染症対策
　新たな感染症への備え

質問

※質問順に掲載しています。  07

主な質問・回答

質問
?

回答

　豊田市環境基本計画に紐づく、次期、地球
温暖化防止行動計画において、公共の２０３０
年度のＣＯ２削減目標を５０パーセントから５５
パーセントに上方修正した理由はどのようか
問う。

　現在推進している公共施設の省エネ化、太
陽光発電導入の加速化や、次世代型太陽電池
などの新技術をいち早く導入することなどに
より、公共が高い目標を掲げて、民間を先導し
ていきたいと考えたからである。

質問
?

回答

　自然共生分野の守り・育み・活用する取り組
みの内容はどのようか問う。

　ラムサール条約登録湿地をはじめとする本
市の豊かな自然を守り、その担い手を育み、私
たちの暮らしにとって有益となるような活用を
図っていきたいと考えている。具体的には、自
然資源の保全・再生活動に取り組む地域住民、
団体、企業などの連携を強化することで保全
活動を活発化するとともに、地域の子どもたち
を中心に、環境学習や交流事業の充実等を推
進していきたいと考えている。

質問
?

回答

　環境汚染等のリスクとは具体的にはどのよ
うなことを想定しているか問う。

　大気汚染や水質汚濁、騒音・振動・悪臭、有
害化学物質などを想定している。

質問
?

回答

　計画の推進から担い手である市民・事業者
に対し、学識経験者や関連団体の意見を参考
にするための仕組みの考えはどのようか問う。

　学識経験者や活動団体、市民などで構成す
る豊田市環境審議会の全体会や専門部会での
議論のほか、各分野においても活動団体など
との連携を深め、積極的な意見交換の場を創
出していく。

4名（欠席1名）公明党

※併せて、豊田市地球温暖化防止行動計画（豊田市地域気候変動
　適応計画含む）、豊田市一般廃棄物処理基本計画も改定。豊田
　市生物多様性地域戦略は環境基本計画に含まれる。

【計画体系】
環境分野のマスタープラン

環境分野の個別計画（法定計画） 包含

豊田市環境基本計画

（豊田市生物多様性地域戦略）

豊田市地球温暖化防止行動計画
（豊田市地域気候変動適応計画）

豊田市一般廃棄物処理基本計画

豊田市自然観察の森



諸派
根本美春

動画で
チェック！

　支援内容の充実のため、はあとラ
ウンジスタッフや心の相談員の力量

向上を目的とした動画研修を年3回実施してい
る。また、パルクとよたの居場所みつけアドバイ
ザーが各校を訪問し支援や助言を行っている。学
校生活の支援や学習支援を行う専門職員の配置に
ついては、校内はあとラウンジの支援内容の充実を
検討し総合的に考えたい。

教育部

答弁

自民クラブ
杉浦健史

動画で
チェック！

　中心市街地の賑わいや水と緑の
ネットワークの拠点となる公園と捉

え、第９次総合計画で掲げた「こども起点」でまち
づくりを考える、誰もが「つながり合う」まちづくり
を進める、人を支える「まちの基盤」をつくるという
３つの視点を踏まえ検討を進めている。また、開発
により更に多くの利用者が来園し日常的に利用さ
れることも考慮し検討する。

都市整備部

答弁

自民クラブ
窪谷文克

動画で
チェック！

　活動の持続可能性を考えると、自
治区が主体となるなど地域の実情に

合わせた運営手法の検討も必要になると考え
る。市が子ども会やジュニアクラブ、自治区などに
活動および運営の現状や課題を確認し、参考とな
る好事例を紹介するなど一緒になって検討する。新
たな運営手法にも補助金による支援ができるよう内
容を検討する。　

こども・若者部

答弁

公明党
榎屋小百合

動画で
チェック！

　AED使用時のプライバシー確保
については、応急手当講習において

指導し、配慮できる環境整備に努める。AED収納
ケースへのプライバシー保護用品の配備につい
ては、設置事業者等の判断で行われるものと認識
しているが、その有用性について応急手当講習時
やまちかど救急ステーション登録事業所に対して周
知を図る。

消防本部

答弁

　はあとラウンジスタッフ等の人的
支援の充実に対する課題への対応
について問う。

課題への対応

不登校児童生徒への支援
　不登校児童生徒への支援

質問

　家族形成世代などの方々が住む
エリアが誕生し、公園を利用される
ことが前提となる毘森公園再整備
検討への影響を問う。

毘森公園
再整備検討

これからの豊田市駅西地域の在り方
　完成後における周辺地域への影響

質問

　保護者ではなく、地域の方に子ど
も会やジュニアクラブの運営を
担っていただく考えについて、見
解を問う。

子ども会・ジュニア
クラブの役員の
担い手

子どもたちに係る団体の在り方
　今後の子ども会やジュニアクラブの在り方

質問

　女性に対するAED使用率向上を
目的としたプライバシー確保のた
めの備品の配備について、考えを
問う。

AED使用時の
プライバシー確保

市民の生命を守る取組
　AEDの活用における環境整備

質問

自民クラブ
近藤厚司

動画で
チェック！

　スクールバスの直営運行につい
ては、民間事業者の参入が難しい場

合の方法の一つと考える。しかし、民間事業者と
の調整・運転者の確保・車両の管理・運行管理等、
課題も多い。学校再編に伴う通学環境の設計につ
いては、各地域の実情や交通環境を十分に考慮す
る必要があり、各支所や交通政策課等と部局横断
的に検討していきたい。

教育部

答弁

自民クラブ
酒井  斉

動画で
チェック！

　人の生活圏に近づかないよう、放
任果樹や廃棄野菜など餌となる誘

因物を除去することや、隠れ場所となる藪を刈る
ことを対策として、引き続き呼びかけていく。出没
に対しても引き続き地元猟友会や警察、支所等と
密に連携し必要な対策を実施する。愛知県に対し
てツキノワグマの増加を抑制する第２種特定鳥獣管
理計画の策定の要望を継続する。

環境部

答弁

自民クラブ
石川要一

動画で
チェック！

　事業推進に向けては地元住民の
皆さまのご理解とご協力が欠かせな

いと考えている。現在検討していただいている
地元組織を通じて、事業に関する情報共有や意
見交換を行うなど、地元理解の醸成と事業の円滑
な推進を図るとともに、開発をきっかけとしたコ
ミュニティの活性化など、まちづくりの推進を支援し
ていく。

地域活躍部

答弁

市民フォーラム
中村孝浩

動画で
チェック！

　企業スポンサーバンクは、補助制
度と同様に事業の継続性を高める

上で効果的なものと考える。協賛金制度との調
整を行いながら、協賛する企業の増加や必要な団
体に協賛金が行き渡る仕組みなど、幅広い観点で
コミュニティ・カーシェアリングを運営する一般社団
法人日本カーシェアリング協会と調整しながら検討
する。

都市整備部

答弁

　バス事業者への委託が難しい場
合、学校統廃合の議論とともに一
部直営運行の検討を提言し、市の
考えを問う。

スクールバス直営
運行検討への考え

移動手段の安定確保に向けた体制整備
　スクールバスの安定運行に向けて

質問

　対応方針の見直しや新たな対策
の必要性について、市の認識と今
後取り組む内容・対策について問
う。

対応方針の見直し
と新たな対策

ツキノワグマへの対応
　ツキノワグマへの対応

質問

　事前対話窓口の立ち上げを検
討。地域との事前対話によるまち
づくりの推進に対する考えを問
う。

地域との事前の対話
によるまちづくり
に向けた取組

新たな自動車工場を生かしたまちづくりに向けて
　工事中の影響

質問

　企業が幅広く地域貢献できるよ
うに、独自窓口を設ける企業スポ
ンサーバンクの設置について問
う。

企業スポンサー
バンクの設置

地域公共交通の更なる充実
　共助交通の更なる充実

質問

Ge n era l  Interpell ation
一般質問

※質問順に掲載しています。  

※正式な会派名／自民クラブ ： 豊田市議会自民クラブ議員団　市民フォーラム ： 豊田市議会市民フォーラム　
　公明党 ： 公明党豊田市議団　新しい風 ： 新しい風とよた　諸派 ： 会派所属無

0908



諸派
根本美春

動画で
チェック！

　支援内容の充実のため、はあとラ
ウンジスタッフや心の相談員の力量

向上を目的とした動画研修を年3回実施してい
る。また、パルクとよたの居場所みつけアドバイ
ザーが各校を訪問し支援や助言を行っている。学
校生活の支援や学習支援を行う専門職員の配置に
ついては、校内はあとラウンジの支援内容の充実を
検討し総合的に考えたい。

教育部

答弁

自民クラブ
杉浦健史

動画で
チェック！

　中心市街地の賑わいや水と緑の
ネットワークの拠点となる公園と捉

え、第９次総合計画で掲げた「こども起点」でまち
づくりを考える、誰もが「つながり合う」まちづくり
を進める、人を支える「まちの基盤」をつくるという
３つの視点を踏まえ検討を進めている。また、開発
により更に多くの利用者が来園し日常的に利用さ
れることも考慮し検討する。

都市整備部

答弁

自民クラブ
窪谷文克

動画で
チェック！

　活動の持続可能性を考えると、自
治区が主体となるなど地域の実情に

合わせた運営手法の検討も必要になると考え
る。市が子ども会やジュニアクラブ、自治区などに
活動および運営の現状や課題を確認し、参考とな
る好事例を紹介するなど一緒になって検討する。新
たな運営手法にも補助金による支援ができるよう内
容を検討する。　

こども・若者部

答弁

公明党
榎屋小百合

動画で
チェック！

　AED使用時のプライバシー確保
については、応急手当講習において

指導し、配慮できる環境整備に努める。AED収納
ケースへのプライバシー保護用品の配備につい
ては、設置事業者等の判断で行われるものと認識
しているが、その有用性について応急手当講習時
やまちかど救急ステーション登録事業所に対して周
知を図る。

消防本部

答弁

　はあとラウンジスタッフ等の人的
支援の充実に対する課題への対応
について問う。

課題への対応

不登校児童生徒への支援
　不登校児童生徒への支援

質問

　家族形成世代などの方々が住む
エリアが誕生し、公園を利用される
ことが前提となる毘森公園再整備
検討への影響を問う。

毘森公園
再整備検討

これからの豊田市駅西地域の在り方
　完成後における周辺地域への影響

質問

　保護者ではなく、地域の方に子ど
も会やジュニアクラブの運営を
担っていただく考えについて、見
解を問う。

子ども会・ジュニア
クラブの役員の
担い手

子どもたちに係る団体の在り方
　今後の子ども会やジュニアクラブの在り方

質問

　女性に対するAED使用率向上を
目的としたプライバシー確保のた
めの備品の配備について、考えを
問う。

AED使用時の
プライバシー確保

市民の生命を守る取組
　AEDの活用における環境整備

質問

自民クラブ
近藤厚司

動画で
チェック！

　スクールバスの直営運行につい
ては、民間事業者の参入が難しい場

合の方法の一つと考える。しかし、民間事業者と
の調整・運転者の確保・車両の管理・運行管理等、
課題も多い。学校再編に伴う通学環境の設計につ
いては、各地域の実情や交通環境を十分に考慮す
る必要があり、各支所や交通政策課等と部局横断
的に検討していきたい。

教育部

答弁

自民クラブ
酒井  斉

動画で
チェック！

　人の生活圏に近づかないよう、放
任果樹や廃棄野菜など餌となる誘

因物を除去することや、隠れ場所となる藪を刈る
ことを対策として、引き続き呼びかけていく。出没
に対しても引き続き地元猟友会や警察、支所等と
密に連携し必要な対策を実施する。愛知県に対し
てツキノワグマの増加を抑制する第２種特定鳥獣管
理計画の策定の要望を継続する。

環境部

答弁

自民クラブ
石川要一

動画で
チェック！

　事業推進に向けては地元住民の
皆さまのご理解とご協力が欠かせな

いと考えている。現在検討していただいている
地元組織を通じて、事業に関する情報共有や意
見交換を行うなど、地元理解の醸成と事業の円滑
な推進を図るとともに、開発をきっかけとしたコ
ミュニティの活性化など、まちづくりの推進を支援し
ていく。

地域活躍部

答弁

市民フォーラム
中村孝浩

動画で
チェック！

　企業スポンサーバンクは、補助制
度と同様に事業の継続性を高める

上で効果的なものと考える。協賛金制度との調
整を行いながら、協賛する企業の増加や必要な団
体に協賛金が行き渡る仕組みなど、幅広い観点で
コミュニティ・カーシェアリングを運営する一般社団
法人日本カーシェアリング協会と調整しながら検討
する。

都市整備部

答弁

　バス事業者への委託が難しい場
合、学校統廃合の議論とともに一
部直営運行の検討を提言し、市の
考えを問う。

スクールバス直営
運行検討への考え

移動手段の安定確保に向けた体制整備
　スクールバスの安定運行に向けて

質問

　対応方針の見直しや新たな対策
の必要性について、市の認識と今
後取り組む内容・対策について問
う。

対応方針の見直し
と新たな対策

ツキノワグマへの対応
　ツキノワグマへの対応

質問

　事前対話窓口の立ち上げを検
討。地域との事前対話によるまち
づくりの推進に対する考えを問
う。

地域との事前の対話
によるまちづくり
に向けた取組

新たな自動車工場を生かしたまちづくりに向けて
　工事中の影響

質問

　企業が幅広く地域貢献できるよ
うに、独自窓口を設ける企業スポ
ンサーバンクの設置について問
う。

企業スポンサー
バンクの設置

地域公共交通の更なる充実
　共助交通の更なる充実

質問

Gen er al  In ter p ell ation
一般質問

※質問順に掲載しています。  

※正式な会派名／自民クラブ ： 豊田市議会自民クラブ議員団　市民フォーラム ： 豊田市議会市民フォーラム　
　公明党 ： 公明党豊田市議団　新しい風 ： 新しい風とよた　諸派 ： 会派所属無

0908



※質問順に掲載しています。  

市民フォーラム
山本義勝

動画で
チェック！

　子どもたちに求められるのは、主
体的に学びながら他者と協働し、新

たな価値を生み出すことと考える。予測できない
変化に受け身ではなく主体的に向き合い、自らの
可能性を発揮し、より良い社会と幸福な人生の創
り手となることを願う。持てる英知を結集し、未来
を拓く子どもたちのために信頼される教育の実現
に向け取り組む。

教育長

答弁

自民クラブ
羽根田利明

動画で
チェック！

　DX相談窓口やデジタル化促進ア
ドバイザー派遣、固定資産税の軽減

が受けられるよう導入促進基本計画を策定する
など、労働生産性の向上を後押ししている。支援
策の充実強化は、建設業がインフラ整備に加え、
災害時の対応など市民の安全安心を守る上で重要
な役割を担うことを念頭に、より効果的な支援策に
ついて検討を進める。

産業部

答弁

市民フォーラム
日當浩介

動画で
チェック！

　本市は、地域共生社会の実現に向
け、孤独・孤立解消を重要課題と認

識し、官民連携と市民参画を促進している。予防
は対象限定や成果把握が困難であり、支援の届
きにくい層への効果的手法も未確立のため継続的
取組が必要である。今後は若い世代の啓発参画や
市民ボランティアの活躍拡大を通じ、多様な主体が
関わる仕組みを強化する。

福祉部

答弁

自民クラブ
鈴本昌秋

動画で
チェック！

　災害支援については、国が制度を
整備し県が広域的に運用・補完する

ことで公平性を確保する仕組みとなっており、本
市はこの枠組みを踏まえ、市民にとって効果的な
支援の実現を重視している。一方、市単独で要件
を見直すことは不公平や混乱を招く恐れがあるた
め慎重な検討が必要であり、県や他自治体の動向を
注視しつつ制度の在り方を調査・整理している。

福祉部

答弁

　子どもたちの将来を担う人材へ
の成長を目指して改定された学び
の大綱の取組について、教育長の
想いを問う。

次世代を担う
子どもたちの
学びへの想い

ミライを見据えた教育像
　学びの大綱における教育ビジョン

質問

　AI・ICT技術の施工など新技術に
対応する費用について、地域建設
業者の支援策の充実強化につい
て問う。

地域建設業者への
支援策の充実強化

建設業を取り巻く環境変化への対応
　地域建設業者の育成支援

質問

　「つなグる」に全国の自治体モデ
ルとなる施策展開を期待し、課題
への対応と今後の推進について
問う。

「つなグる」を通じ
顕在化してきた
課題と今後の推進

孤独・孤立にさせない社会に向けて
　孤独・孤立対策「つなグる」の推進

質問

　たとえ１世帯でも災害弔慰金の
支給ができるよう条例改正するこ
とを提言し、それに対する考えを
問う。

災害弔慰金の対象外
となる災害被災者への
弔慰金支給の考え方

犯罪被害者、および災害被災者への支援
　災害被災者に対する支援制度

質問

市民フォーラム
吉野英国

動画で
チェック！

　中心市街地に公共施設が集積す
るポテンシャルを生かし、複数の施

設を周遊できる方策を検討する。また、スポーツ
ツーリズムや文化ツーリズム、桜の名所を巡る桜
ツーリズム、著名な建築家が手掛けた施設をめぐ
る建築ツーリズムなどの取組にも着手していく。も
のづくりを中心とした産業の歩みを伝え、ミライを
体感する産業観光にも繋げたい。

市長

答弁

新しい風
西田ひさよ

動画で
チェック！

　児童生徒の指導にあたっては、子
ども自身の権利が尊重されることを

大前提に取り組んでいる。加えて、子ども同士が
お互いの権利を尊重できる力や意識を高めるこ
とが大切だと考える。児童生徒それぞれの人格を
尊重し、個性の伸長を図りながら社会的資質や社
会的行動力を高める指導を行うことが必要である
と考える。

教育部

答弁

自民クラブ
松原一也

動画で
チェック！

　令和３年度から西三河地区の5消
防本部で構成する西三河地域消防

指令業務担当者会議において、指令業務の相互
連携による効率化等に向けた検討を継続して
行っている。愛知県消防広域化推進計画を踏ま
え、本市の消防力向上や財政負担の軽減を見据
え、本市が中心消防本部となることも視野に入れた
中長期的な協議を行う。

消防本部

答弁

自民クラブ
木本文也

動画で
チェック！

　毎年の慰霊祭に加え、ご遺族によ
る講演会、事故の記録や報道映像の

巡回展示のほか、交通安全意識の向上を目的と
する交通安全フォーラムの拡大実施など、この事
故について考えていただける取組を検討してい
る。また、それらを通していただいた声を未来への
教訓として伝え、交通事故のない社会を目指す決意
を示していく。

地域活躍部

答弁

　イベントや多くの魅力ある観光
資源を、どのように活用し持続可
能な観光のまちに磨き上げていく
のかを問う。

持続可能な
観光まちづくり

魅力向上による観光振興の取組
　持続可能な観光まちづくりの推進

質問

　現状の教育的指導と子どもの権
利との整合性について、矛盾はな
いのか整合していると考えるのか
を問う。

教育的指導と
子どもの権利
との整合性

信頼を築ける学校対応を
　「椅子を蹴った指導」から学ぶ

質問

　市民の安全・安心を担保するため
に、本市が中心となり災害に強い
広域圏を形成することについて考
えを問う。

共同運用することに
より災害に強い広域圏を
形成することへの考え

市民の命を守る消防力
　高機能消防指令センターの共同運用

質問

　事故を風化させないためには多
くの方に訴えることが重要。市とし
ての特別な取組の必要性につい
て問う。

60年での取組

猿投ダンプ事故から60年
　猿投ダンプ事故の教訓

質問

Genera l  Interpell ation
一般質問
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※質問順に掲載しています。  

市民フォーラム
山本義勝

動画で
チェック！

　子どもたちに求められるのは、主
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たな価値を生み出すことと考える。予測できない
変化に受け身ではなく主体的に向き合い、自らの
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答弁
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動画で
チェック！
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ドバイザー派遣、固定資産税の軽減

が受けられるよう導入促進基本計画を策定する
など、労働生産性の向上を後押ししている。支援
策の充実強化は、建設業がインフラ整備に加え、
災害時の対応など市民の安全安心を守る上で重要
な役割を担うことを念頭に、より効果的な支援策に
ついて検討を進める。
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取組が必要である。今後は若い世代の啓発参画や
市民ボランティアの活躍拡大を通じ、多様な主体が
関わる仕組みを強化する。
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する交通安全フォーラムの拡大実施など、この事
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教訓として伝え、交通事故のない社会を目指す決意
を示していく。
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答弁
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資源を、どのように活用し持続可
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のかを問う。
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　持続可能な観光まちづくりの推進

質問

　現状の教育的指導と子どもの権
利との整合性について、矛盾はな
いのか整合していると考えるのか
を問う。
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子どもの権利
との整合性

信頼を築ける学校対応を
　「椅子を蹴った指導」から学ぶ
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　市民の安全・安心を担保するため
に、本市が中心となり災害に強い
広域圏を形成することについて考
えを問う。

共同運用することに
より災害に強い広域圏を
形成することへの考え
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質問
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令和8年2月1日

No.186

12月市議会
定例会号

T O Y O T A  C I T Y  C O U N C I L

“ギカイをもっと近くに。”
T O P I C S

豊田市議会は、古紙配合率
70％の再生紙と植物油イン
キを採用しています。

古紙パルプ配合率7０％再生紙を使用

F M ラジ オで

ケーブルテレビで豊田市議会
ホームページで

『市議会だより』のバックナンバー
や会議録もご覧いただけます。

★代表・一般質問の様子を視聴できます★

インターネット放送 https://toyota-shigikai.jp/
「動画で見る！代表・一般質問」をクリック！

ひまわりネットワーク 生中継＆録画放送
チャンネル／1２2ch(ひまわりチャンネル)

FMとよた(ラジオ・ラブィート)生中継
チャンネル／78.6MHz

豊田市議会

https://toyota-shigikai.jp/movie.html

※パケット通信が必要になりますので、携帯端末等
　でのご視聴はWi-Fi環境をおすすめいたします。

一般質問の様子はスマートフォン等から
も閲覧いただけます。

●編　集：議会だより編集委員会　
●発　行：豊田市議会 この冊子は、折込み

「12月市議会定例会号」です。豊田市西町3-60  TEL.0565-34-6665

令和8年3月豊田市議会定例会 会期日程（予定）
ご意見・ご感想

「市議会だより」についてのご意見・ご感想、
また、市議会へのご意見・ご要望もお受けし
ていますので、下記までお寄せください。

宛先・お問い合わせ

豊田市議会局
〒471-8501

豊田市西町３丁目６０番地
TEL.0565-34-6665
FAX.0565-34-6566
E-mail gikai@city.toyota.aichi.jp

12

※諸般の都合により会期日程は変更される場合もございます。予めご了承願います。

令和 7年　とよた市議会だより　12月市議会 定例会号

トップインフォメーション
常任委員会について

議案審議
いじめの防止等に関する条例など

一般質問
市政を問う！ 20人の議員が質問

02 04

07

トピックス
10月市議会臨時会
について

12

請願・陳情の提出期限 3月定例会で審査を希望される場合は、2月10日（火）午後５時までにご提出ください。

10月市議会臨時会について10月市議会臨時会について

本会議
（開会、議案上程、

説明）

本会議
（議案質疑、付託）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（代表質問）

本会議
（一般質問）

予算決算
委員会

予算決算
委員会

予算決算
委員会

教育社会委員会・
予算決算

委員会分科会

地域生活委員会・
予算決算

委員会分科会

企画総務委員会・
予算決算

委員会分科会

産業建設委員会・
予算決算

委員会分科会

環境福祉委員会・
予算決算

委員会分科会

休会

73/1 2 3 4 5 6

148 9 10 11 12 13

2115 16 17 18 19 20

212/15 16 17 18 19 20
日 月 火 水 木 金 土

2822 23 24 25 26 27
休会 休会 休会

休会 休会休会 休会

休会 休会

休会 休会

2/20 3/18～金 水

本会議
（委員長報告、
討論、採決、閉会）

　令和７年９月５日の大雨（台風15号）により長田川で水位が上昇した。その影響により、土砂の流出、仮設水
路のボックスの崩落など被害を受けたため、被災した箇所の本復旧作業を行う。

令和７年度 一般会計補正予算

早期復旧に向けて災害復旧事業費の予算を補正する
議案第118号Pick Up

１０月１７日（金）に10月市議会臨時会を開催し、以下の議案が可決されました。

令和７年９月５日（被災時）令和７年９月５日（被災時） 令和７年１２月１２日（復旧後）令和７年１２月１２日（復旧後）

F O C U S  P O I N T

議案第178号

豊田市環境基本計画の策定について
　2025年度で現行計画の期間が終了する

ため、社会環境変化等を踏まえ、10年間の

計画として改定予定。本市では環境基本

計画に基づき、持続可能なまちづくりに向

けた様々な取組を進めている。各写真は、

その一環として行われている活動の様子。

表紙を彩る一枚

子どもおもしろナビゲーターでの活動風景子どもおもしろナビゲーターでの活動風景 豊田市環境学習施設eco-Tでの学習風景豊田市環境学習施設eco-Tでの学習風景

e-Paletteと博物館e-Paletteと博物館
トヨタ自動車㈱製の次世代モビリ
ティ「e-Palette」は、バッテリーEV
で、全国の自治体に先駆けて公用
車として導入しました。豊田市駅～
博物館間のシャトルバス運行をは
じめ、物販や車内展示等の新たな
サービスに活用するほか、多くの人
が集まるイベント等で展示し、災害
時の利用も含めたEVの活用方法
をアピールすることで、電気自動車
の普及促進につなげていきます。


